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今
春
闘
は
、
急
激
な
物
価
高

騰
等
へ
の
対
応
と
並
ん
で
若
年

層
を
中
心
と
す
る
離
職
傾
向
に

歯
止
め
を
掛
け
ら
れ
る
か
否
か

重
要
な
焦
点
と
な
っ
て
い
た
。

特
に
Ｊ
Ｒ
産
業
が
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
か
ら
完
全
に
回
復
し
き
れ

て
い
な
い
中
で
、
次
々
と
他
産

業
の
高
水
準
の
ベ
ア
回
答
が
明

ら
か
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

と
し
て
も
例
年
以
上
に
強
い
危

機
感
を
持
ち
臨
ん
で
き
た
。

交
渉
で
は
、
賃
上
げ
を
通
じ

て
生
活
不
安
・
将
来
不
安
を
払

拭
し
「
働
く
こ
と
に
対
す
る
価

値
の
向
上
を
図
り
、
安
心
で
き

る
暮
ら
し
を
創
り
出
す
」
こ
と

を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
要
求
し

た
純
ベ
ア
３
，
０
０
０
円
と
夏

季
手
当
２
・
８
ヵ
月
分
を
軸
と

す
る
各
項
目
に
対
し
て
協
議
を

重
ね
た
。

中
央
本
部
は
3
月
17
日
、
２
０
２
３
年
春
季
生
活
闘
争
の
第
３
回
団
体
交
渉
に
臨
み
、「
２
０
２
３
年
度
賃
金
改
定
」「
２
０

２
３
年
度
夏
季
手
当
」「
一
時
金
の
支
払
に
つ
い
て
」「
勤
務
・
賃
金
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
の
回
答
を
受
け
た
。

団
体
交
渉
で
、
従
来
の
支
払
い
能
力
論
か
ら
脱
し
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
人
財
へ
の
投
資
を
求
め
続
け
て
き
た
結
果
、

純
ベ
ア
３
，
０
０
０
円
の
満
額
回
答
を
引
き
出
し
た
。
夏
季
手
当
は
会
社
回
答
に
不
満
は
残
る
も
の
の
、
昨
年
の
夏
季
手
当
及

び
年
末
手
当
を
一
定
程
度
上
回
る
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
と
受
け
止
め
、
妥
結
と
し
た
。

会
社
側
は
、
物
価
高
騰
に
よ

り
動
力
費
や
工
事
費
も
高
騰
し

て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
足
元
の
ご
利
用
状
況
等
か

ら
慎
重
な
態
度
を
堅
持
し
て
き

た
が
、
ヤ
マ
場
に
お
い
て
、
社

員
の
努
力
と
経
営
状
況
を
踏
ま

え
て
出
来
る
限
り
の
回
答
と
し

て
内
容
が
示
さ
れ
た
。

中
央
本
部
は
、
夏
季
手
当
の

支
払
月
数
に
は
大
き
な
不
満
が

回答書を受け取る芦原中央執行委員長

2023春季生活闘争要求の実現を求める３.16中央総決起集会の様子

新入社員のみなさん 

入社おめでとうございます！

悩みや相談、困ったこと
があれば私たちが全力で
サポートします︕

 

労働組合って︖
賃金（給料やボーナス）、労働時間、休日など、職場の環境に慣れるにつれて沢山の疑問や、改善して

ほしいことが出てきます。一人では、解決できない事を、働く仲間同士が、お互いに助け合い、働く環境
や生活環境を改善していく、労働者のための組織が労働組合です。労働組合はみなさんの雇用をしっかり
と守り、賃金や労働時間改善、休日などの労働条件を改善するために必要な事柄を会社と協議しています。

ＪＲ九州における労働組合
一般的に労働組合は、企業に存在するものであり、皆で団結して活動するのであれば、一企業に一つの

組合が存在することが理想です。しかし、国鉄からＪＲの長い歴史の中で、考え方の違いから、複数の労
働組合が現存し、ＪＲ九州においても３つの労働組合が存在しています。その中でも私たちは、93％の組
織率を有するＪＲ九州を代表する責任組合として活動しています。

私たちは「九州旅客鉄道労働組合（ＪＲ九州労組）」です。

ＪＲ九州労組の
ホームページの更新情報等を

ＬＩＮＥでお知らせしています！
ぜひ登録してくださいね！

ＪＲ九州労組公式アカウント
ID　・・・　@yqw2478t

JR九州内の労働組合の割合

■ 九州旅客鉄道労働組合
■ JR九州ユニオン
■ 国鉄労働組合
■ 非組合員・その他

2％2％
3％

93％

皆さまのご支援・ご協力に御礼申し上げます

最重点候補４名が当選 ! !
ＪＲ九州労組

第 20 回統一地方選挙

第
20
回
統
一
地
方
選
挙

は
４
月
９
日
、
前
半
戦
と

し
て
知
事
・
政
令
市
長
・

道
府
県
議
・
政
令
市
議
の

投
開
票
が
行
わ
れ
、Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
が
推
薦
し
た
候

補
者
58
人
中
47
人
が
当
選

し
た
。

ま
た
、
後
半
戦
と
し
て

市
区
長
・
市
区
議
、
町
村

長
・
町
村
議
の
投
開
票
が

行
わ
れ
、Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

が
最
重
点
候
補
と
し
て
い

た
石
松
和
幸
氏
、
松
瀬
征

行
氏
、
松
尾
哲
也
氏
、
宮

﨑
保
氏
の
４
名
全
員
が
当

選
を
果
た
し
た
。

こ
の
間
の
組
合
員
・
ご

家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。

石松和幸田川市議（左）、松尾哲也大牟田市議（右上）、宮﨑保人吉市議（右下）

ベ
ア
３
，０
０
０
円
、
夏
季
手
当
２・15
ヵ
月
分
、

技
能
手
当
の
支
払
対
象
拡
大
な
ど
制
度
改
正
４
項
目

２０２３
春　　闘

残
る
も
の
の
、
純
ベ
ア
３
，
０

０
０
円
の
満
額
回
答
と
、
か
ね

て
か
ら
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
が
改
善

を
要
求
し
て
き
た
技
能
手
当
の

支
払
対
象
の
拡
大
や
九
州
島
外

勤
務
者
の
帰
省
等
交
通
費
見
直

し
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
精
一
杯
の
回

答
で
あ
る
と
判
断
し
、
席
上
妥

結
し
た
。

な
お
、
今
後
は
、
誰
も
が
活

き
活
き
と
輝
く
こ
と
が
出
来
る

人
事
・
賃
金
制
度
の
実
現
に
向

け
て
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
と

と
も
に
、
会
社
に
対
し
て
も
積

極
的
な
議
論
を
要
請
し
た
。

最
後
に
、
署
名
活
動
や
檄
布
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
、
各
機
関
で
の
総

決
起
集
会
の
開
催
な
ど
、職
場
・

地
域
か
ら
今
春
季
生
活
闘
争
を

創
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
全
て

の
組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
さ
ま

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
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Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船
春
闘
妥
結

Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船
春
闘
妥
結

職
務
手
当
の
増
額
勝
ち
取
る

中
央
本
部
及
び
船
舶
分
会
は
、

３
月
29
日
、
２
０
２
３
年
度
新

賃
金
等
の
要
求
に
つ
い
て
第
２

回
団
体
交
渉
を
行
い
、
会
社
よ

り
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
実
施
し

な
い
。
定
期
昇
給
は
規
程
に
基

づ
く
１
号
俸
を
行
う
」「
社
員

（
陸
上
・
船
員
）
の
各
等
級
に

お
け
る
職
務
手
当
を
増
額
す

る
」
「
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
（
パ

ー
ト
ナ
ー
船
員
含
む
）
の
リ
ー

ダ
ー
手
当
を
廃
止
し
、
職
務
手

当
を
新
設
す
る
」「
陸
上
社
員

（
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
含
む
）
が

60
時
間
以
上
の
超
過
勤
務
を
行

っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
Ⅰ
単
価

（
150
／
100
）
を
新
設
す
る
」
と

の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

組
合
は
最
後
ま
で
ベ
ア
に
拘

っ
て
闘
っ
た
が
、
会
社
か
ら
は

「
借
入
金
も
増
え
て
お
り
、
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
」
と
の
回
答
に

終
始
し
た
。
ま
た
各
種
手
当
の

新
設
や
増
額
に
つ
い
て
も
職
務

手
当
以
外
は
「
現
行
ど
お
り
と

し
た
い
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

多
く
の
要
求
項
目
に
お
い
て
、

「
現
行
ど
お
り
」
と
す
る
会
社

回
答
は
納
得
で
き
る
も
の
で
は

な
い
が
、
定
期
昇
給
の
確
保
や
、

職
務
手
当
の
増
額
や
新
設
な
ど

組
合
員
の
生
活
へ
の
対
応
が
図

ら
れ
た
こ
と
、
国
際
航
路
は
再

開
し
た
が
未
だ
厳
し
い
経
営
状

況
で
あ
る
こ
と
等
を
考
慮
す
れ

ば
、
現
時
点
の
精
一
杯
の
回
答

で
あ
る
と
受
け
止
め
妥
結
し
た
。

※
詳
細
は
業
務
速
報
№
１
０
３

０
参
照
の
こ
と
。

一時金の支払いについて

１　支払対象者
2023 年 6 月 1 日（以下、「基準日」という）現在在籍する地域社員及び嘱託再雇

用社員に対して支払う。ただし、次の各号に該当する者を除く。
⑴　2023 年度夏季手当を支払われない者
⑵　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES 級及び ESS 級の者
⑶　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES 級及び ESS 級以外の者で雇用期間

3 年以上の者
⑷　嘱託再雇用社員のうち、雇用期間 3 年以上の者
⑸　基準日前 1 箇月以内に定年退職し、嘱託再雇用社員として雇用される者

２　支払額
⑴　地域社員
　ア　地域社員の支払額は、次のとおりとする。
　　　雇用期間 3 年未満の者　　　　基礎額に 0.17 を乗じた額
　イ　アに規定する基礎額は、次のとおりとする。
　　①基本賃金を月額で支払う者　　基本賃金月額＋地域手当＋扶養手当
　　②基本賃金を日額で支払う者　　（基本賃金日額＋地域手当）× 22 ＋扶養手当
⑵　嘱託再雇用社員
　ア　嘱託再雇用社員の支払額は、次のとおりとする。
　　　雇用期間 3 年未満の者　　　　基礎額に 0.17 を乗じた額
　イ　アに規定する基礎額は、基本給及び都市手当の月額の合計額とする。

3　支払日
　 2023 年 7 月 25 日以降準備でき次第とする。

勤務・賃金等の一部改正について

１　技能手当の支払対象の拡大
⑴　職務手当を支払われている者及びＭ 1 級からＭ 3 級までの者（嘱託再雇用社員

においては、定年退職時Ｍ 1 級からＭ 3 級までの者）にも技能手当を支払う。
⑵　第二種又は第三種電気主任技術者の資格を有する者のうち、代務者及び電気保

安担当者として選任されている者を技能手当の支払対象に加える。
⑶　2023 年 4 月 1 日から実施

２　期末手当の成績率の見直し
⑴　期末手当の成績率（増額）は、調査期間内における勤務成績に応じて、100 分

の 30 以内を増率するものとし、その単位は 100 分の 5 とする。
⑵　2023 年 4 月 1 日から実施

３　九州島外勤務者に対する帰省等交通費の見直し
⑴　九州島外勤務者に対する帰省等交通費について、支払対象者に子を加え、支払

回数を 1 年に 8 回（往復で 1 回とする）に引き上げる。また、単身赴任者（別居
手当支払認定者に限る）に限り、1 年に 12 回（往復で 1 回とする）に引き上げる。

⑵　2023 年 4 月 1 日から実施

４　特定保健指導等に係る勤務の取扱いの見直し
⑴　会社が指定した産業医又は保健師との面談については、面談に係る時間を労働

時間として取り扱う。
⑵　2023 年 4 月 1 日から実施

地域社員の賃金改定等について（口頭）

１　基本賃金
2023 年 4 月 1 日以降、基本賃金月額を 3,000 円（日額の場合は 150 円）引き上げる。
なお、2024 年度実施予定の人事・賃金制度改正における基本賃金引き上げの一部

を先行実施するものとする。

2　夏季手当
○　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES 級及び ESS 級の者の支払月数は、

2.15 箇月とする。
○　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES 級及び ESS 級以外の者の支払月数は、

次のとおりとする。
　　雇用期間 5 年以上の者　　　　　　2.15 箇月
　　雇用期間 3 年以上 5 年未満の者　　1.62 箇月
　　雇用期間 3 年未満の者　　　　　　1.08 箇月

九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）
は
、
１
９

９
３
年
３
月
６
日
、
当
時
の
九

州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
と
九
州

鉄
道
産
業
労
働
組
合
が
組
織
統

一
を
果
た
し
、
結
成
さ
れ
た
。

前
身
で
あ
る
日
本
国
有
鉄
道

の
時
代
か
ら
離
合
集
散
を
繰
り

返
し
た
鉄
道
労
働
運
動
の
不
幸

な
歴
史
に
終
止
符
を
打
ち
、
二

度
と
分
裂
を
起
こ
さ
な
い
強
固

な
労
働
組
合
を
目
指
し
て
結
成

さ
れ
、
今
年
の
３
月
６
日
で
結

成
か
ら
30
周
年
の
節
目
を
迎
え

た
。新

生
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
取

り
巻
く
厳
し
い
現
状
と
社
会
的

な
役
割
を
認
識
し
て
、
組
合
員

の
雇
用
の
確
保
と
労
働
条
件
の

維
持
・
改
善
を
第
一
義
と
し
、

労
働
組
合
主
義
に
立
脚
し
た
運

動
を
実
践
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
組
織
率
が
結
成
時
の
83
・

8
％
か
ら
93
・
7
％
に
ま
で
大

き
く
拡
大
し
て
い
る
。
こ
こ
に

結
成
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
た
の
は
、
組
織
を
牽
引
し

て
き
た
諸
先
輩
を
は
じ
め
、
関

係
団
体
の
皆
様
の
ご
支
援
と
温

か
い
激
励
、
何
よ
り
す
べ
て
の

組
合
員
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
改
め

て
、
関
係
し
た
す
べ
て
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

歴
史
的
組
織
統
一
か
ら

結
成
30
周
年
を
迎
え
る

九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

回　　答　　書

１　2023 年度賃金改定
⑴　社員

仕事給昇給の額は、仕事給昇給額表に掲げる額とする。
2023 年 4 月 1 日以降、賃金改善分として、基本給を一人 3,000 円引き上げる。
なお、2024 年度実施予定の人事・賃金制度改正における基本給引き上げの一部

を先行実施するものとする。
⑵　嘱託再雇用社員

2023 年 4 月 1 日以降、賃金改善分として、基本給を一人 3,000 円（短日数制の
場合は 2,390 円）引き上げる。

なお、2024 年度実施予定の人事・賃金制度改正における基本給引き上げの一部
を先行実施するものとする。

２　2023 年度夏季手当
⑴　社員

基準額は、基準内賃金に 2.15（支払月数）を乗じた額とする。
支払日は、2023 年 6 月 30 日以降準備でき次第とする。

⑵　嘱託再雇用社員
期末手当Ａにおける基準額は、基礎額に次の支払月数を乗じた額とする。
雇用期間 3 年以上の者　　　　1.62 箇月
雇用期間 3 年未満の者　　　　1.08 箇月

支払日は、2023 年 6 月 30 日以降準備でき次第とする。

最近５年間の期末手当の要求と実績

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

要求 実績 要求 実績 要求 実績 要求 実績 要求 実績

夏季 3.00 2.56 3.00 2.48 3.00 1.25 2.50 1.64 2.80 2.15

年末 3.00 2.51 2.50 1.20 2.50 1.32 2.50 1.90 － －

年間 5.07 3.68 2.57 3.54 －

人
物
ク
ロ
ー
ズ
UP

本
社
支
部
　
井
口
　
祥
一
さ
ん

本
社
支
部
で
書
記
長
を
し
て

い
る
井
口
で
す
。
職
場
は
３
月

末
ま
で
は
電
気
部
企
画
課
で
脱

炭
素
社
会
実
現
に
向
け
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
を

検
討
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
皆

さ
ん
が
よ
く
耳
に
す
る
社
会
的

に
関
心
の
高
い
ワ
ー
ド
な
の

で
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
か
と

思
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
電
気
部
電
力
課

に
異
動
と
な
り
、
新
し
い
仕
事

を
始
め
ま
し
た
。

私
の
所
属
す
る
本
社
支
部
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
積
極
的
に

Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

会
議
は
短
時
間
＆
参
集
・
Ｗ
ｅ

ｂ
併
用
で
ど
こ
で
も
参
加
可
、

情
報
共
有
は
Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー
ル
を

用
い
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
組

合
役
員
や
組
合
員
の
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
の
向
上
を
目

指
し
て
日
々
改
善
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
の

趣
味
の
魚
釣
り
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に

ア
ウ
ト
ド
ア
の
趣
味
を
始
め
て

み
よ
う
と
一
念
発
起
し
て
、
釣

り
を
始
め
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
シ

ョ
ア
ジ
ギ
ン
グ
や
エ
ギ
ン
グ
と

言
わ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
釣
り
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
に
釣

果
は
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん

（
涙
）。
た
だ
、
広
い
海
に
向
か

っ
て
思
い
切
り
ル
ア
ー
や
エ
ギ

を
投
げ
る
こ
と
で
日
ご
ろ
の
ス

ト
レ
ス
発
散
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
こ
そ
は
大
物
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
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釣
り
好
き

の
人
は
是
非
お
声
掛
け
く
だ
さ

い
！
っ
て
か
教
え
て
下
さ
い

（
切
実
）

※
「
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
結
成
30
周
年
に
あ
た
っ

て
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。


